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　製材工場で挽材された“インチ材”は通常天然乾燥を行った後に取引される。この乾燥の過
程において木口割れ・表面割れ・くされ‥…‥‥…など，いろいろな欠点が発生するために，乾
燥材の改造（手直し）・品等低下といったロスをともなう。
　従来実施されて来たインチ材の歩止り調査では天然乾燥前の製材歩止りであり、天然乾燥試
験も技術的問題が主体となっているためその間の価値変化をみる事が出来なかった。この様な
点を補足する意味において簡単な調査を行ったので紹介したい。勿論天然乾燥中の価値変化は
各種条件により異るため，ただ1回の調査によって断定することは出来ないのであるから、今
後機会がある度に繰返したいと考えている。

1．天然乾燥による形量変化
　樹　　種：ナラ
　挽立期日：39．7．13～20
　椪積位置：旭川市内（当林産試天乾場）
　乾燥期間：39．7．21～9．24
生産工場でナラ原木121m3から木取りされたインチ

製材約22.4m3について、椪積前にあらかじめ形量・
品等を調べた資料と椪卸・改造後の資料を比較してみ
ると第1表の通り，ナラ・インチ材に対する最終製材
（インチ・一般材）の形量歩止りは96．4％である。特に
生産量の多いインチ平板にかぎって，1枚毎形量・品
等の変化を調べた結果，椪卸した後に改造を加えられ
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たものは169枚，インチ平板総数1,094枚の約8.5％を
しめているが，その形量の変化を欠点除去の方法別に

まとめると第2表の通りである。
　また，椪卸後に行った最終検査の品等格付が乾燥前
に格付した品等と変化したものは234枚，平板総数の
約21％に相当した。

　2．天然乾操による損失

　インチ材は乾燥することによってその価値が高めら

れるが，その反面乾燥期間中にいろいろな欠点が発生

するために品等低下・改造による形量減といった損失

がつきまとって来る。

　そこでここでは，上記の天然乾燥による損失額を次

のような式によって求めることにした。

　ここでナマ・インチ材の乾燥材換算価値額とは，椪

積前のナマ・インチ材の材種・品等別材積に乾燥ずみ
のインチ材の生産者価格を乗じたものである。インチ
材の生産者価格は第3表FOB契約価格指数から逆算

して求めた椪卸・荷繰ずみの工場渡し価格としたが，
一般材については現在市況の工場渡し価格によって評
価した。
　なお，第3表価格指数
は39年上半期・日本木材
輸出組合調べを参考にし
て作成したもので，生産
者価格は契約価格からバ
イヤー口銭5％・商社口
銭5％さらにFOBチャ

ージ1,910円/m3・積出港までの運賃970円/m3を差

引いたものとして計算した。その結果は第4表に示す

通りで，天然乾燥による損失率は約3.2％とみられ

る。

　これらの調査事項は気象条件や挽立されたナマ材の

状態などで大きく左右されること，さらにそれらの条

件さえ管理することがきわめて難かしいことを思え

ば，今回の調査はまったく断片的なものであったこと

は云うまでもないが，これらの調査を繰返し行い数多

くの資料を集積することによって利用価値が高まるも

のと考え，1回目の調査をとりまとめた。

　最後に調査にあたって御協力いただいた商社の方々
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